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技術者養成セミナーと実験講座（関西開催）

題　　目：	膜分離 −製膜から評価まで−（講演と実習）

日　　時：	2022年4月21日 13時00分～17時30分　交流会 18時00分～20時30分

方　　式：	安積濾紙株式会社（オンライン併催）

参 加 者：38名（うち現地12名）

【内 容】

講演1  RO膜の基礎と最近の研究動向
� 神戸大学大学院科学技術イノベーション研究科特命教授　新谷 卓司 様

RO膜について、分離の原理から溶剤分離などの新しい試みまで教えていただきました。

どうやって分離しているのか？絶対に通さないのか？ など、長年気になっていた疑問が、講義冒頭の説明で

氷解致しました。

講演2  東レの膜分離技術

� 東レ株式会社水処理技術部水処理プロセス課　羽川 和希 様

MF膜・UF膜を中心に講義くださり、それらを利用した膜分離活性汚泥法についても分かり易く教えていた

だきました。

実習1  製膜 ～製膜方法の解説と平膜製膜～

� ユニチカ株式会社中央研究所グループ長　小野 貴博 様

相分離法でポリエーテルスルホン樹脂の膜を作成しました。ガラス板の上に材料を塗り広げて水に入れて、

数秒が経つ内にみるみる膜が形成されて行く様子に、目を見張りました。

実習2  バブルポイント試験 ～孔径評価～

� 大阪電気通信大学工学部環境科学科講師　田中 孝徳 様

膜の孔径を推定する考え方、計算方法から教えていただきました。どのように泡が出てくるのか実際に拝見

できたこと、大変勉強になりました。

実習3  膜評価 ～SDI測定によるファウリング性評価～

� 東レ株式会社メンブレン事業第3部主任部員　波田 達也 様

膜ろ過原水の評価指標となるSDI測定について、今回教えていただき初めて知りました。現場ですぐに実施

可能な試験で、自社内工程での評価など様々な場所で使用できそうだと感じました。
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実習1  成膜の様子講義の様子

実習3  膜評価の様子実習2  バブルポイント試験の様子

【所 感】

今回のセミナーでは、膜の原理、構造、作り方、膜自体の評価などを基礎から教えていただきました。実習では、

試験の流れ、反応の速さ、器具など、実際に拝見することで理解が進みました。微細構造が何故できるのか、浸

透分離は何故できるのか等、膜について不思議に思っていた色々について知ることができました。多くの質問

にも答えていただきまして、大変有難うございました。

〈日本フイルコン株式会社　田口 めぐみ〉
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環境・エネルギー委員会主催講演会

テ ー マ：	先進材料科学による環境問題へのアプローチ

日　　時：	2022年5月19日（木） 13時00分～16時50分

方　　式：	ZOOMによるWeb開催

参 加 者：講師4名・聴講者36名

【目 的】

4名の講師の先生に様々な切り口で先進材料科学に関わる話題を提供して頂き、環境問題に対しても、どの様

に貢献できるのか踏み込んだご講演をいただいた。

【内 容】

講演1  微細藻類を用いたマイクロプラスチックの除去が可能な水処理システム

� 長浜バイオ大学アニマルバイオサイエンス学科教授 兼 株式会社ノベルジェン代表取締役社長　小倉  淳 氏

海洋中のマイクロプラスチック蓄積問題に関して規制がなされつつある。しかし環境負荷が低いとされる生

分解プラスチックですら自然環境中での分解性までは想定されてはおらず、海洋に流出後にマイクロプラスチッ

ク化する懸念がある。海中のマイクロプラスチックを効率的に捕捉する方法として、微細藻類をろ過助剤のよ

うに用いる技術をご紹介いただいた。藻類の増殖と粘着性でマイクロプラスチックを絡め取り、藻類ごとろ過

することでフィルターの目詰まりを防ぎ、効率的に捕捉できる。

講演2  セルロースナノファイバーを用いた自己修復性防食コーティング

� 広島大学大学院先進理工系科学研究科教授　矢吹 彰広 氏

防食コーティングには、有効性、バリア性及び自己修復性が要求される。自己修復性には修復剤選定の他、コー

ティング層中への分散方法、傷ができた時の溶出方法も課題である。そこで修復剤とセルロースナノファイバー

の混合物をコーティング層中に分散させ、ファイバーに沿って修復剤を移動させることで溶出量を改善する技

術をご紹介いただいた。また修復性にはpH制御も重要な要素であるが、セルロースナノファイバーはOH基を

有し、pH制御が可能である。

講演3  3Dプリンター×水産業が拓くデジタル社会の新展開

� 中央大学理工学部人間総合理工学科教授　山村  寛 氏

国内地方やアフリカ等の水インフラはオフグリッド化が進行し、膜モジュールも地域の要望・水源に合わせ

たカスタマイズが必要になっていくと考えられる。これに対応する3Dプリンター技術につきご紹介いただい
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た。実用化の課題として、仮想空間での膜の物理耐久性評価技術開発、3Dプリンターでの製膜技術と材料開発、

3次元設計を取り入れた膜の高機能化、自立型膜ろ過運転システム開発がある。水インフラへの3Dプリンタ技

術利用には、前記製膜の他、集水マスや浄化槽への展開の可能性もある。

講演4  人工光合成の実現に向けた取り組み

� 三菱ケミカル株式会社Science ＆ Innnovation Center 兼 人工光合成化学プロセス技術研究組合 
� 　堤内  出 氏

光触媒及びゼオライト膜を利用した人工光合成をご紹介いただいた。光触媒により水を分解し、H2とO2を

膜分離した後、H2とCO2からCH3OHを製造してオレフィン等の原料とする。エネルギー変換効率10％以上

の光触媒の開発、H2・O2混合ガスの爆轟事故防止技術開発、H2とO2を効率的に分離するゼオライト膜開発、

3H2＋CO2⇔CH3OH＋H2Oの反応系からゼオライト膜を通してCH3OHのみを抜き出し、平衡を崩して高効

率でCH3OHを生産する技術開発等、実用化への課題が着々と解決されている。

【所 感】

環境問題やカーボンニュートラルに直接貢献する話題の他、安価かつ環境負荷の少ない材料の選定による間

接的な環境貢献、分散型インフラを実現する技術を提供することでSDGs目標No.6『安全な水とトイレを世界に』

への貢献に各々繋がる技術につきご講演をいただいた。36名と多くの方々にご聴講いただき、有意義であった。

〈三菱ケミカルアクア・ソリューションズ株式会社　菊池 隆〉
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ご挨拶・京都の水について（講師：堤様） 「伏見の酒造りと水」（講師：相川様）

青年部会講座「伏見の酒造りと水」

日　　時：	2022年5月26日（木）

場　　所：	月桂冠大倉記念館

参 加 者：30名

【内 容】

LFPI青年部会「伏見の酒造りと水」と題し、月桂冠株式会社ご協力のもとで酒蔵見学と講演会を開催しました。

はじめに醸造部堤様による記念館見学、京都伏見の地下水伏水の利き水、その伏水を使用した月桂冠株式会

社の日本酒の利き酒を行いました。

その後内蔵の前で集合写真を撮影後内蔵へ移動し、酒造りの工程や酒造りの道具の見学を行い、最後に相川

杜氏による「伏見の酒造りと水」についての講演会を行いました。

コロナ禍で数回の延期、当初の予定から内容の変更がありながらも無事に開催できたことを大変うれしく思

います。今回、講演いただいた月桂冠株式会社相川様、堤様、ならびに見学施設でご説明いただいたご担当者様

に感謝申し上げます。

● 講義  「伏見の酒造りと水」
講義内容は5部に分かれており、京都伏見の日本酒の説明とお酒とはどんなものか？という問いから原料、

製造方法まで幅広くご講演いただきました。

京都盆地の地下には「京都盆水」と呼ぶ琵琶湖に匹敵するほどのおおきな水がめが存在し、211億トンもの水

が貯水されています。そこから水が湧き出る伏見という場所はかつて伏水と書き、酒造りに適した場所であっ

たことから数多くの酒蔵が存在します。伏見の水は比較的硬度の高い灘の宮水に対し、砂や礫が体積した地層

により構成され程よいミネラル分を含み中硬水に分類され、その伏水からできた日本酒は女酒と呼ばれています。

その柔らかさは実際に利き水、利き酒の際に体感することができました。
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参加者の集合写真

菰巻きの様子 内蔵酒造場の様子

● 内蔵見学
見学させていただいた内蔵酒造場は月桂冠大倉記念館の中庭を挟んだ場所に位置しており、日本最初の四季

醸造システムを備えた大手蔵に対し昔ながらの酒造りにこだわった酒蔵となっています。1906年に建造され

た内蔵酒造場は現在も酒造りが行われており、2022年の全国新酒鑑評会では「内蔵」が金賞を受賞されました。

蔵の中は適切な空調管理がされており麹菌が醗酵しやすい温度に保たれ、歴史ある建造物ならではの雰囲気に

迫力を感じました。

また、蔵の中には昔から使用されていた酒造道具が見学可能で京都市有形民俗文化財に指定されており、大

切に保管されていました。

〈大塚実業株式会社　藤田 雄平〉
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ファインアーク®-60 ファインウェッジ

ウェッジワイヤースクリーン

企業紹介   東洋スクリーン工業株式会社

東洋スクリーン工業株式会社は1954年の創業より“分離・分級のエキスパート”として産業の発展に貢献す

るスクリーンメーカーです。

常に時代の変化に合わせ、お客様のニーズを満たすスクリーンを提供する為、創業技術として製鉄・粉砕業界

の振動篩用の織金網など各種スクリーンをベースとし、その後は高度経済成長期に環境汚染が深刻化した時代

においては、水処理分野にウェッジワイヤースクリーンと固液分離装置をコア事業として開発・販売を行って

まいりました。

そして最近の各種産業において排水工程のみならず、生産工程での高い品質ニーズに応えるべく高精度化を

目指す中で世界最小5μmのファインウェッジの技術開発に成功しました。

近年においてはこのファインウェッジを搭載しました数十ミクロン級の微細固液分離装置ファインアークを

開発展開しております。

これによりご使用頂ける分野も広がり食品（特に有機排水）、樹脂（プラスチック）、製薬、化学、電子材料、環境、

繊維、最近ではバイオマス関連の水処理設備までさまざまな業界で液中の微細な固形物の回収・異物除去・濃縮・

分級といった用途に使用頂いております。

これからも私たちのスクリーンが実現できる未来のことを考え、持続可能な社会の実現に向け取り組んでいます。

〈東洋スクリーン工業株式会社 企画技術部　阿部 昌明〉
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企業紹介   巴工業株式会社

巴工業は1941年の創業で、「高い技術と優れた製・商品を提供し、社会に貢献する」という経営理念のもと、メー

カー機能と商社機能を併せ持つユニークな会社です。

遠心分離機のパイオニアとしてデカンタ型遠心分離機を中心とした各種分離機や応用装置、関連機器の製造・

販売を行う機械製造販売事業と、各種先端商品の輸入販売を行う専門商社の化学工業製品販売事業、2つの事業

を展開しています。

私が所属する機械製造販売事業は食品、水産、化学、製薬、造船、鉄鋼、電力などあらゆる産業分野に遠心分離

機を中心とする分離機器を納入しています。

世界最大級の横型デカンタ型遠心分離機や、有機溶剤や高温、高圧環境下でも使用可能な竪型デカンタ型遠

心分離機等、トップレベルの技術力を提供し、わが国産業界の発展に大きく貢献してきたと自負しております。

近年では、脱炭素化、持続可能な社会の実現、人口減少に伴う労働力不足の解消が急務となっています。これ

まで培ってきた技術を活かして研究開発を推進し、これら課題の解決に貢献していきたいと考えています。また、

AIを活用したデカンタ型遠心分離機の自動運転制御システム「CentNIO（セントニオ）」に関する研究に力を入

れて取り組んでおります。将来的には「CentNIO」ナビゲーションキャラクター「フューミー」が労働力不足解

消の一助とできるよう、開発スタッフ一同精進してまいります。

〈巴工業株式会社　松本 光司〉
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富雄川浄化施設 大和川流域風景

　　技術委員のつぶやき話（その49）
東洋スクリーン工業株式会社　阿部 昌明

今回は身近にある河川についてふれてみたいと思います。
私の自宅は奈良県北東部国宝の法隆寺に近い場所にありますが、すぐそばを国内でも有名な一級河川である

大和川が流れています。この付近は丁度県内大小の支川が合流するところでもありますが弊社会社もその一つ
の支川である富雄川添いに有ります。

奈良県は観光の名所も多く大半はお寺になりますが、歴史資源と広域自転車道を繋ぐ河川整備が進められて
います。

私の自宅付近も自転車道が通っていますが通勤に利用して自転車で会社に通っています。
一番良い季節はやはり春の桜シーズンで花びらが散る中通るのは気持ちよく、四季折々川の風景は都度変化

します。
但し、風景が変わらないのが河川工事です。
大和川は平成20年まではワーストランキング上位でしたが以降は逆に環境基準を達成するレベルまでになって 

おり、継続して計画的に河川浄化施設がつくられています。
最近長年かけて工事が完成した浄化施設が通勤途中にもあります。

少しネットで調べてみましたが近くには以下の浄化施設がありました。

❶ 礫間接触酸化方式（河野流水の一部を上階施設槽内に引き込み微生物により直接浄化）
❷ 植生浄化施設（自然浄化作用を持つヨシ原を通して浄化）
❸ �砂ろ過＋流離方式（カゴマットを効果的に配置し砂洲へ河川水の流れを緩やかに導入、本川との間に生じる

水頭差による砂ろ過と木杭を配置しての流離による複合浄化装置）
❹ 接触酸化方式（浄化槽の中にプラ性接触材を使用しゆっくり微生物にて吸着・分解浄化）

皆さんの周りにも河川はあると思いますが、一度河川浄化施設を探してみるのもおもしろいかもしれません。

SUMMER／2022 LFPI News Letter No.100
16

日本液体清澄化技術工業会



表　木の実類内訳1）

種 類 n 全体に対する％

クルミ 463 7.6％

カシューナッツ 174 2.9％

マカダミアナッツ 45 0.7％

アーモンド 34 0.6％

ピスタチオ 22 0.4％

ペカンナッツ 19 0.3％

ヘーゼルナッツ 17 0.3％

ココナッツ 8 0.1％

カカオ 1 0.0％

クリ 1 0.0％

松の実 1 0.0％

ミックス・分類不明 34 0.6％

合 計 819

図2　アレルギー反応

鶏卵
33.4％

牛乳
18.6％木の実類

13.5％

小麦
8.8％

落花生 6.1％

魚卵 5.2％
果実類 3.5％
甲殻類 3.3％
魚類 1.6％
大豆 1.3％

その他 3.7％
ソバ 1.1％

図1　即時型食物アレルギーの原因食物1）

）（ クルミの 
アレルギー表示義務化

広報委員会がちょっと調べてみました
情報アレコレ

第26回

近年の健康志向や食文化の変化によって、日本ではナッ
ツの消費が増えています。そんな中2022年6月1日に消
費者庁から「クルミ」をアレルギー表示義務化の対象食品
とする方針が発表されました。

ナッツアレルギークルミが追加される経緯
新たに食品のアレルギー表示としてクルミの表示義務

の方針が決まった経緯として、従来食物アレルギーの原
因食物の上位3品目は鶏卵、牛乳、小麦でしたが、令和3年
度の食物アレルギー全国実態調査1 ）の結果、木の実類の割
合が増加し第3位となり、そのうち、クルミが一番多く、
さらに重篤化し易いことが分かりました（図1、表）。また、
2012年に行われた同調査結果2 ）では即時型アレルギーの
症例報告数が40件でしたが、2021年の調査では463件で、
報告数が10倍以上となっていることからも、表示義務化
の必要性がうかがえます。

食物アレルギーとは
食物アレルギーとは、食物を摂取した際、体が食

物に含まれるたんぱく質等の「アレルギー物質（アレルゲ
ン）」を異物として認識し、「かゆみ・じんましん」、「唇の腫
れ」、「まぶたの腫れ」、「嘔吐」、「咳・ぜん息」など引き起こさ
れる症状を起こすことをいいます3 ）。

ヒトは、体に入ってきた細菌やウイルスから体を守る
ために免疫作用のあるIgE抗体という免疫グロブリンを作
ります。主な食物アレルギーである即時型食物アレルギー
では、食物のタンパク質に対してIgE抗体が作られること
が原因で引き起こされることが分かっています。IgE抗体
がマスト細胞と呼ばれる細胞に結合した感作状態で、食物
中に含まれるアレルゲンがIgE抗体と結合すると、皮膚や
粘膜などの細胞内に蓄えられているヒスタミンやロイト
コリエンなどのアレルギー反応を引き起こす化学物質が
放出され、様々なアレルギー症状を起こします（図2 ）4 ）。

食物アレルギーは、身近な食べ物と健康に関わる重要
なことで、安心して豊かな食生活を送ることが出来るよう
にするために、日頃から正しい知識を身に着けておくこと
が望まれます。

参考資料

1 ）消費者庁：�令和3年度食物アレルギーに関連する食品表示に関す
る調査研究事業報告書

2 ）消費者庁：�平成24年度即時型食物アレルギーによる健康被害の
全国実態調査報告書

3 ）消費者庁：�「加工食品の食物アレルギー表示ハンドブック」（令和3
年3月）

4 ）アレルギーポータル（URL https://allergyportal.jp/aboutus/）

〈株式会社加藤美蜂園本舗　滝川　至〉
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当社の化学品事業部では、純水の製造や排水処理、液体の精製・分離で使用されるイオン交換樹脂や膜を取り 

扱っており、これらを利用した装置の設計、販売も行っています。特にイオン交換樹脂は百種類以上の品目を 

取り扱っており、各イオン交換樹脂の性能や特性についての知識、長年の研究実績を基に、お客様の多種多様な 

ご要望に叶う最適な商品を提案したり、技術的サポートを行ったりしています。

私が2021年6月に配属された化学品技術課では、イオン交換樹脂の性能分析や水質分析、通液試験などを 

通して、お客様のご要望に叶うイオン交換樹脂または膜の選定、稼働時のシミュレーションを行い最適なイオン 

交換樹脂の使用方法を開発するための試験を行います。また、イオン交換樹脂の交換時期を判断するための 

分析や納入後のトラブルがあった際には技術支援も行います。

お客様の多種多様なご要望を叶えるには製品情報や使用実績に関する知識はもちろん、お客様から検討に 

必要な液性情報を集めるのも重要です。1年間文献を読んだり先輩方から講義をして頂いたり、お客様との 

打ち合わせに参加させて頂いたりして勉強してきました。ですがまだまだ足りない部分が多く、先輩方のような 

知識や経験が豊富で説得力のある技術者になりたいと強く感じます。これからもお客様の問題を解決できる 

ように、さらに知識、経験を増やして技術力を高めることができるよう励みます。

お客様の課題解決に貢献できる 
技術者を目指す

室町ケミカル株式会社

化学品開発部 化学品技術課　古田 絢裟
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当社は産業用精密ろ過フィルターの製造、開発、販売を行っています。私はその中でも、製薬分野で使用され

るフィルターの研究開発を担当し、主にフィルターの滅菌性能を検証するための微生物を用いたろ過試験を実

施してきました。

入社するまでは微生物を扱った事が無く、担当を任された時には目標を達成する自信がありませんでした。

しかし、当社の行動指針である「石橋はダッシュで渡る！！」に則り、とにかく手を動かして試験を行っていき

ました。結果、検証データをスピーディーに取得するクセがつき、試験系の確立から効率化、製品のバリデーショ

ンデータ拡充までを目標通りに完遂する事ができました。この経験から、達成感や会社の力になれたという成

功体験を得る事ができ、現在では「初めてやる事にチャレンジするのが楽しみ！」というポジティブな姿勢で仕

事に臨む事ができています。

当然ながら、業務を行っていると苦しい場面も多くあります。思い通りの結果が出ないのに期限が迫ってい

る、それなのに打開するアイデアがない、余裕がない、、、など。そんな視野が狭くなった時には、当社の創業者、

伊東幹夫氏の言葉である「ミクロとマクロの両面から物事を見る」を実践したり、先輩方からアイデアを頂いた

りして乗り越える事ができました。

苦しい状況こそ楽しむ、Always Smileの精神でこれからも仕事に熱中していきます！

苦境を楽しんで乗り越える！！

株式会社ロキテクノ

応用技術部 HW技術グループ　久保 翔太郎
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ユーザー会員としてLFPIに望むこと

ユーザー会員として、本会のメリットと希望を述べてまいります。今回もHPの会員のメリットの項目を利用
いたします。

メリットです。
技術開発力・運用力のアップの中の刊行物ですが、当会の技術書は運用例が多く、参考書として重宝しており

ます。液体の清澄化技術をほぼ網羅されており、食品加工の設備を検討するうえで貢献度は大きいと考えてい
ます。この特徴を生かし、これら書籍を広く知ってもらい購入する方法があれば、会員数特にユーザー会員の増
加につながり、会の普及になるのではないでしょうか。

ホームページですが、検索でのアクセスはいいですね。このサイトの中で『用語集』の使い勝手がよく若手に
勧めています。用語は清澄化技術に特化されており手軽に意味の確認ができ、刊行物と合わせての利用が便利
です。

セミナーですが、講師陣がしっかりしており液体分離の基礎技術の習得に魅力があります。新型コロナの影
響でなかなか参加はできておりませんが。

交流会等の場ですが、ユーザーの立場からしますと、液体清澄化の技術者の方々と関係を持つことができ、自
社設備を検討するうえで非常に有効です。一般会員の方々の営業力のアップにつながり、会の目標に合致します。

希望はユーザー会員の増加です。会の設立時に比べてユーザー会員の数が減りました。ユーザー会員と一般
会員の交流の場以外にユーザー会員同士が情報を分かち合える場も欲しいところです。是非、この会員を増や
したいものです。ユーザーをより意識した講演会を設けるなどして、会員数を増やせないものでしょうか。こ
れらの告知の方法が課題であり、会員以外への情報提供の手段があればいいのですが。

〈キッコーマン食品株式会社　山田 宗樹〉
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会からのお知らせ

記後集編
本号をもちまして、LFPIニュースレター100

号の節目を迎えることができたことを嬉しく
思います。LFPIニュースレターの創刊25年、
この長い期間、多くの協力者に恵まれ、ニュー
スレター発行を続けられた事の重みを感じます。

本号では、LFPIニュースレターの内容に関
するアンケートを実施いたしました。会員の皆
様からご意見をいただくことができ、大変参考
になると同時に、ニュースレター作成のモチベー
ションがあがりました。イベント・セミナー参
加等の交流以外でも会員の皆様との接点が会
の活動の意義のひとつになると思います。今
後とも本会の活動記録のみならず、皆様の興
味を引く事の出来る、会員の皆様との接点とな
りうる会報誌となるよう励んで参ります。

〈株式会社加藤美蜂園本舗　滝川　至〉

会 員 情 報
★	新規会員様のご紹介
【一般会員】

協和機電工業株式会社

★	バナー広告はご利用されましたか？
会員特典の活用：�製品・企業認知度アップ！�

会員・閲覧者皆様への�
ご紹介に最適

効 果：�コンタクト作り�
• 会員企業様�
• 一般のビジター

リンク：�詳細とお申込み 
https://www.lfpi.org/ad/ 

こちらから
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